
 

番

号 

 

17 
名

称 
猿楽町町会詰所 

 
指定日 平成 15年 6月 9日 所在地 猿楽町二丁目 3番 5号 

設計者 不詳 

 

竣 工 昭和初期（1930頃） 

  

歴史・文化的特徴 

昭和初期に猿楽町駐在所として建設された。その後、交番は廃止され、町会の詰所として

利用されている。 

外観の保存状態もよく、昭和を時代背景にした映画・ＴＶドラマに使われている。 

 

 

意匠・構造の特徴 

建築としては鉄筋コンクリート造の最初期のもので、コストが高かったこの時代、駐在所

としては画期的であっただろうが、建設当時の事情の詳細は不明である。 

スティールサッシにガラスをパテで固定している窓が残っているのは希少である。 

 

 

 

周辺景観との関係 

あまり交通量の多くない錦華通りだが、近年高層化が進み、古風な佇まいが一層目立つ。 

 

 

 

 

 

 


